
ロジックモデル 【円滑な出入国の環境整備】

インプット アクティビティ アウトプット アウトカム インパクト

現状把握

課題設定

２０３０年に訪日外国人旅行者数６，０００万人を目指すという政府目標が堅持されているところ，入国
審査待ち時間達成率は，平成３０年度７９％，令和元年度８０％と推移している。

審査待ち時間の短縮を図るべく，機器の導入拠点を拡充しつつ，空港審査待ち時間２０分以内達成率
のさらなる向上を目指し，観光立国を実現する。

顔認証ゲート及び
バイオカートの配
備。

バイオカート等
の機器の配備
拠点数。（令和２
年度より更に拡
充）

令和２年度配備数
（バイオカート：

３８１台）
（顔認証ゲート：

２０９台）

２０３０年に訪
日外国人力者
数６，０００万
人を達成し，
観光立国を実
現する。

事業予算額
（Ｒ２年度）
8,184百万円

極力，利用者がセルフで
使用可能なユーザビリテ
ィに優れた機器を導入。

イミグレーションアテン
ダントに係る予算額

1,969百万円
（全体の約24%）

【短期】 【中・長期】

審査待ち時間
２０分以内の
達成率の向
上。（達成率８
１％以上）

アテンダント経費を現状から半減させる。

ストレスフリー
で快適な旅行
環境の実現。

アテンダントに要する経
費の圧縮。


